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タイトル 

三木市パートナーシップ制度を導入 

～ だれもが自分らしく暮らせるまちをめざして ～ 

本件のポイント 

・同性カップルに加え、様々な事情により婚姻の届出をしない、あるいはできな

いカップルの生きづらさを軽減 

・カップルの一方又は双方と生計を一にする子や親等の近親者を届出に含める

ことが可能 

説明文 

 「三木市人権尊重のまちづくり条例」に基づき、すべての人の人権が尊重され

る明るく住みよいまちづくりの一環として、「三木市パートナーシップ制度」を

導入します。 

  

1 導 入 日  令和 6年 4月 1日 

 

2 対 象  一方又は双方が市内に住所を有する（転入予定を含む）１８歳以

上の同性カップルや様々な事情により婚姻の届出をしない、あ

るいはできないカップル 

        ※希望に応じて、子どもや親等の名前も市が発行する証明書に記

載可能 

        ※現在、同一の対象で制度を実施しているのは明石市のみ 

 

3 制度概要  ・互いを人生のパートナーとし、相互の人権を尊重し、日常の生

活において継続的に協力し合うことを約した関係にあるふたりが

必要書類を添えて三木市男女共同参画センターに届出（郵送又はメ

ールも可） 

        ・市は書類を確認し、後日、届出がなされたことを証明する「パー

トナーシップ届出受理証明書」を交付 

        ※届出又は交付時のいずれかにふたりで直接来ていただく必要

あり 

        ・証明書の提示により次のサービス等の利用が可能となる 

4 利用可能となる主なサービス（予定） 

        ・公営住宅の入居申込み 

・公立病院での面会、病状説明、手術等の同意 

・公立保育所・認定こども園の送迎など 

※民間の医療機関、私立認定こども園等についても同様のサービ

スの提供を依頼する 



 

 

5 ホームページ 後日掲載予定 

6 そ の 他   県も同様の制度を 4 月 1 日に導入することから、県の証明書

でも市と同様のサービスの利用が可能となる。しかしながら、

すべての人の人権が尊重され、明るく住みよい三木市の実現

を図ることを目的に 2001 年 1 月 1 日に施行した「三木市人権

尊重のまちづくり条例」に基づき、又、三木市人権尊重のまち

づくり推進審議会から制度導入に向けた意見書の提出があっ

たことなどを踏まえ、「三木市パートナーシップ制度」を導入

します。 

 

 

 

 

本案件は次の SDGs 目標 

に関連します。 

   

 


